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（昭和２８年８月３１日第三種郵便物認可）

地域から食を変えていく
「食育推進活動」にあなたも参加を

多
様
な
食
育
活
動
へ
の
支
援
提
唱

農
林
水
産
省

主
催
事
務
局
�社
農
山
漁
村
文
化
協
会

地
域
に
根
ざ
し
た
食
育
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
０
４
年
度
募
集
中

１１
月
１５
日
締
切
り

ニ
ッ
ポ
ン
食
育
フ
ェ
ア
第
２
回
食
育
総
合
展

２
０
０
５
年
１
月
１５
日
〜
１６
日

食
育
実
証
研
究
助
成
２
０
０
４
年
度
助
成
対
象
決
定

「
食
育
基
本
法
」
制
定
の
動
き
も
あ
り
、
国
民
運
動
と
し

て
の
「
食
育
活
動
」
の
推
進
が
、
ど
こ
の
地
域
で
も
大
き
な

テ
ー
マ
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
農
文
協
は
、
食
育
推
進
活

動
の
全
国
事
務
局
と
し
て
、「
食
育
コ
ン
ク
ー
ル
」「
食
育
フ

ェ
ア
」「
食
育
実
証
研
究
助
成
」
な
ど
の
主
催
事
務
局
と
な

り
、
ま
た
長
年
積
み
上
げ
て
き
た
食
育
の
た
め
の
「
基
礎
情

報
源
」
の
提
供
者
と
し
て
、
食
育
実
践
者
の
支
援
役
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

改
め
て「
食
育
活
動
」の
力
点
と
は
？

い
ま
は
「
子
ど
も
の
食
育
は

大
人
の
食
育
で
も
あ
る
時
代
」。

子
ど
も
も
大
人
も
食
に
つ
い
て

の
知
識
は
あ
っ
て
も
、
自
立
し

た
暮
ら
し
を
つ
く
る
知
恵
と
技

が
な
い
。
知
恵
と
技
を
身
に
つ

け
る
体
験
が
乏
し
く
な
り
、
あ

な
た
任
せ
で
不
健
康
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
「
知
恵
と

技
を
自
ら
つ
か
む
食
育
活
動
」

を
広
げ
た
い
。

そ
れ
と
、「
食
育
」
は
地
域

に
根
ざ
し
た
、
個
性
豊
か
な
食

生
活
を
実
現
す
る
も
の
、
地
域

の
産
物
や
食
文
化
を
大
切
に
す

る
、「
地
域
か
ら
食
を
変
え
る

食
育
活
動
」
で
あ
り
た
い
。

こ
こ
に
ご
紹
介
す
る
「
食
育

コ
ン
ク
ー
ル
」「
食
育
フ
ェ
ア
」

「
食
育
実
証
研
究
助
成
」
の
い

ず
れ
に
も
、
志
を
同
じ
く
す
る

実
践
者
が
集
ま
り
、
新
た
な
豊

か
さ
発
見
の
活
動
を
各
地
に
広

げ
て
い
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
食
育
コ
ン
ク
ー
ル

過
去
３
年
の
最
優
秀
賞（
農
林
水
産

大
臣
賞

）受
賞
事
例

地
域
、学
校
、企
業
・
団
体
、農
林
漁
業
等
の
現
場
で
実
践
さ
れ
て
い
る
、地
域
に
根
ざ
し
た

「
食
育
」活
動
事
例
を
全
国
か
ら
募
集
し
、優
良
事
例
を
顕
彰

■
２
０
０
３
年
度

最
優
秀
賞
（
教
育
分
野
）

子
ど
も
が
つ
く
る
弁
当
の
日

香
川
県
綾
歌
郡
綾
南
町
立
滝
宮
小
学
校

滝
宮
小
の
「
弁
当
の
日
」
に

は
三
つ
の
原
則
が
あ
る
。
一
つ

め
は
、
子
ど
も
た
ち
が
献
立
を

つ
く
っ
て
食
材
を
買
い
に
行
っ

て
、
自
分
で
朝
早
く
起
き
て
調

理
を
し
て
、
弁
当
箱
に
詰
め
て

持
っ
て
来
る
こ
と
。
親
た
ち
は

絶
対
に
手
伝
わ
な
い
こ
と
。
そ

の
日
の
給
食
は
お
休
み
。

二
つ
め
の
原
則
は
、
対
象
は

「
家
庭
科
」
の
授
業
の
あ
る
５

年
生
と
６
年
生
の
み
（
１
〜
４

年
生
は
給
食
あ
り
）。
三
つ
め

の
原
則
は
、
４
月
か
ら
半
年
間

の
猶
予
を
お
い
て
、
１０
月
、
１１

月
、
１２
月
、
１
月
、
２
月
の
年

５
回
や
る
こ
と
。

日
常
よ
く
使
用
さ
れ
る
食
品

を
用
い
て
の
簡
単
な
調
理
な

ど
、
弁
当
づ
く
り
の
基
本
的
な

こ
と
は
「
家
庭
科
」
で
教
え
る

が
、
あ
と
は
実
際
に
自
分
で
弁

当
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
、
お
昼

ご
は
ん
が
食
べ
ら
れ
な
い
。
こ

う
い
う
状
況
に
持
っ
て
い
く

と
、
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
。
身

に
つ
け
な
い
と
一
人
前
に
な
れ

な
い
と
い
う
思
い
が
子
ど
も
た

ち
を
育
て
る
。

「
弁
当
の
日
」
は
言
わ
ば
「
通

過
儀
礼
」。滝
宮
小
の
子
ど
も
た

ち
は
、
５
年
生
に
な
る
前
か
ら

母
親
の
食
事
作
り
を
手
伝
い
、

自
分
で
弁
当
づ
く
り
の
知
識
と

技
を
つ
か
み
に
い
く
。「
通
過

儀
礼
」
と
い
う
「
教
育
に
お
け

る
不
易
（
変
わ
ら
な
い
基
本
）」

を
生
か
し
た「
食
育
」で
あ
る
。

■
２
０
０
２
年
度

最
優
秀
賞
（
食
生
活
改
善
分
野
）

食
の
文
化
祭
の
開
催

宮
城
県
宮
崎
町
商
工
会
・
食
の
文
化
祭
実
行
委
員
会

仙
台
市
か
ら
２
５
０
キ
ロ
は

な
れ
た
、
コ
ン
ビ
ニ
も
な
い
宮

崎
町
（
現
在
は
合
併
し
て
加
美

町
）。
６
０
０
０
人
、
１
５
０

０
世
帯
の
町
民
に
呼
び
か
け

て
、
ふ
だ
ん
食
べ
て
い
る
家
庭

料
理
を
持
ち
寄
り
展
示
す
る

「
食
の
文
化
祭
」。
体
育
館
い

っ
ぱ
い
に
並
ぶ
「
当
た
り
前
の

食
」を
囲
ん
で
わ
い
わ
い
語
り
、

試
食
も
す
る
。

コ
ン
ビ
ニ
の
な
い
町
は
、
コ

ン
ビ
ニ
の
要
ら
な
い
町
だ
っ

た
。一
軒
一
軒
に
畑
が
あ
っ
て
、

山
が
あ
り
川
が
あ
り
、
春
は
山

菜
、
秋
に
は
き
の
こ
、
川
か
ら

は
ア
ユ
や
イ
ワ
ナ
。
旬
の
食
材

が
食
卓
に
並
ぶ
。
こ
ん
な
に
豊

か
な
食
が
あ
る
こ
と
に
町
民
が

気
づ
き
、
５
年
間
も
食
の
文
化

祭
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
評
判

が
広
が
っ
て
、
町
民
以
外
も
含

め
て
２
万
人
も
集
ま
る
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
に
。

２
０
０
２
年
度
か
ら
は
「
食

の
博
物
館
」
と
改
題
し
て
、
春

夏
秋
冬
、農
作
業
体
験
も
加
え
、

宮
崎
町
の
食
と
農
を
丸
ご
と
体

験
す
る
内
容
へ
。
回
を
重
ね
る

ご
と
に
形
を
変
え
な
が
ら
「
食

の
文
化
祭
」
は
町
の
元
気
の
素

に
な
り
、
地
域
つ
く
り
の
中
心

に
。
さ
ら
に
こ
の
「
食
の
文
化

祭
運
動
」
は
、
遠
く
か
ら
の
参

加
者
が
自
分
の
地
元
で
始
め
る

か
た
ち
で
、
九
州
の
大
分
県
竹

田
市
な
ど
各
地
に
広
が
っ
て
い

る
。（
本
紙
６
面
参
照
）

■
２
０
０
１
年
度

最
優
秀
賞
（
農
林
漁
業
分
野
）

ち
び
っ
こ
審
査
員
に
よ
る

お
魚
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

山
口
県
柳
井
市

柳
井
地
区
魚
食
普
及
推
進
協
議
会

瀬
戸
内
海
に
面
し
た
山
口
県

柳
井
市
を
中
心
と
し
た
１
市
５

町
で
構
成
す
る
「
柳
井
地
区
魚

食
普
及
推
進
協
議
会
」
の
１０
年

以
上
続
い
て
い
る
取
り
組
み

（
柳
井
市
漁
協
が
事
務
局
）。

き
っ
か
け
は
テ
レ
ビ
の
料
理

番
組
を
見
て
の
「
子
ど
も
の
あ

こ
が
れ
と
、
大
人
の
つ
ぶ
や

き
」。

「
審
査
員
は
え
え
の
ー
、
…
お

い
し
い
料
理
を
食
べ
ら
れ
て
。

ボ
ク
ら
も
な
り
た
い
」

大
人
の
ほ
う
（
漁
協
の
婦
人

部
）
は
、
グ
ル
メ
番
組
を
見
て

「
わ
た
し
ら
の
作
っ
た
も
の
の

ほ
う
が
お
い
し
い
よ
ネ
エ
…
」

だ
っ
た
ら
、「
大
人
が
つ
く
っ

た
魚
料
理
を
子
ど
も
が
審
査
す

れ
ば
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」。
そ

れ
が
始
ま
り
。

夏
休
み
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
大
人
た
ち
が
２０
の
料
理
を

５
人
前
ず
つ
出
品
。
審
査
員
は

男
女
の
５
年
生
・
６
年
生
、
２０

人
。
子
ど
も
た
ち
に
選
ば
せ
る

と
、
子
ど
も
受
け
ね
ら
い
の
お

好
み
焼
き
な
ど
は
入
賞
し
な

い
。
酢
醤
油
で
食
べ
る
「
ウ
マ

ヅ
ラ
ハ
ギ
の
う
す
作
り
」
な
ど

鮮
度
と
腕
が
問
わ
れ
る
料
理
に

人
気
が
集
ま
る
そ
う
。「
子
ど

も
の
魚
離
れ
は
大
人
の
せ
い

だ
」「
大
人
自
身
が
魚
を
知
ら

な
い
、
調
理
の
仕
方
が
わ
か
ら

な
い
、
そ
ん
な
大
人
が
子
ど
も

に
魚
を
食
べ
さ
せ
る
わ
け
が
な

い
」
と
気
づ
く
。
だ
か
ら
魚
の

さ
ば
き
方
・
食
べ
方
を
も
っ
と

子
供
に
、
ま
た
大
人
に
伝
え
た

い
と
、活
動
が
広
が
っ
て
い
る
。

食
育
実
証
研
究
助
成

２
０
０
３
年
度
の
研
究
成
果
か
ら

「
食
育
実
証
研
究
助
成
」は
、

農
林
水
産
省
が
新
た
に
開
設
し

た
事
業
で
す
。
農
文
協
が
事
務

局
と
な
っ
て
平
成
十
五
年
六
月

に
募
集
を
開
始
し
、
５３
の
応
募

の
中
か
ら
、
選
考
委
員
会
の
審

査
を
経
て
７
研
究
課
題
が
採
用

さ
れ
、
平
成
十
六
年
三
月
に
研

究
成
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

助
成
対
象
と
な
る
研
究
は
、

食
育
を
効
果
的
に
実
現
で
き
る

手
法
の
開
発
を
目
的
と
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
で
あ
る
こ
と

が
主
た
る
条
件
で
、
応
募
対
象

は
「
大
学
（
短
大
・
専
門
学
校
）

を
中
心
と
し
た
分
野
の
異
な
る

複
数
の
有
識
者
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
」
と
し
、「
一
件
当

た
り
二
〇
〇
万
円
以
内
」
の
限

度
額
で
研
究
助
成
が
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

「
自
分
で
調
理
へ
」や
る
気
触
発
の
工
夫

「
ミ
ニ
マ
ム
・
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
料
理
」

お
茶
の
水
女
子
大
学
の
研
究

チ
ー
ム（
代
表
畑
江
敬
子
教
授
）
で
、
付
属
の
小
・
中
・
高
校
生

と
大
学
生
に
同
じ
料
理
を
つ
く

ら
せ
て
調
理
技
術
の
レ
ベ
ル
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
小
学
生
か

ら
大
学
生
ま
で
技
術
の
進
歩
は

ほ
と
ん
ど
な
し
。
小
中
学
校
の

家
庭
科
レ
ベ
ル
で
習
得
し
て
い

る
は
ず
の
も
の
が
、
高
校
生
以

上
の
子
ど
も
た
ち
に
ほ
と
ん
ど

身
に
つ
い
て
い
な
い
こ
と
が
判

明
。勉

強
優
先
で
調
理
か
ら
遠
ざ

か
っ
て
い
る
た
め
の
シ
ョ
ッ
ク

な
結
果
を
受
け
て
、
研
究
チ
ー

ム
が
「
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
る

調
理
」
と
し
て
考
え
出
し
た
の

が
「
ミ
ニ
マ
ム
・
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
料
理
」、
言
い
換
え
れ
ば

「
最
小
限
の
基
本
料
理
」。

高
校
生
に
、
一
人
暮
ら
し
に

な
っ
た
と
き
「
自
分
で
食
べ
た

い
、
つ
く
り
た
い
」
料
理
を
投

票
さ
せ
て
、「
肉
じ
ゃ
が
」「
オ

ム
ラ
イ
ス
」「
ド
ラ
イ
カ
レ
ー
」

な
ど
を
選
び
、
こ
れ
に
「
豚
肉

と
野
菜
の
炒
め
蒸
し
煮
」
な
ど

先
生
方
の
お
す
す
め
簡
単
料
理

を
加
え
て
一
〇
品
。

先
生
方
の
工
夫
は
、
一
般
的

な
レ
シ
ピ
を
一
度
裸
に
し
、
材

料
・
調
理
過
程
を
ご
く
シ
ン
プ

ル
に
基
本
だ
け
に
し
て
、
簡
単

で
な
お
か
つ
お
い
し
い
も
の
に

す
る
こ
と
。

自
分
で
選
ん
だ
食
べ
た
い
料

理
を
「
こ
れ
な
ら
自
分
で
も
お

い
し
く
つ
く
れ
る
」
と
自
信
を

も
た
せ
て
、
料
理
の
基
本
が
身

に
つ
く
効
果
的
な
手
法
で
す
。

（
詳
し
く
は
「
食
文
化
活
動
」

３７
号
で
紹
介
。
ほ
か
に
も
、
ユ

ニ
ー
ク
な
研
究
と
し
て
「
仮
想

コ
ン
ビ
ニ
を
使
っ
た
食
育
」も
）

＊
こ
の
「
食
育
実
証
研
究
助
成

事
業
」
は
今
年
度
（
２
０
０
４

年
度
）も
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

応
募
の
選
考
も
終
わ
っ
て
今
年

の
研
究
助
成
対
象
７
チ
ー
ム
が

研
究
中
で
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
食
育

コ
ン
ク
ー
ル
２
０
０
４

１

募
集
分
野
と
活
動
例

�１
食
生
活
改
善
分
野
：
家

庭
や
地
域
に
お
け
る
食
生
活

改
善
活
動
等

�２
教
育
分
野
：
幼
稚
園
・

保
育
所
・
学
校
・
そ
の
他
教

育
関
係
者
に
よ
る
食
教
育
活

動
（
生
産
・
加
工
体
験
を
通

じ
た
食
育
を
含
む
）
等

�３
食
品
産
業
分
野
：
企
業

・
団
体
等
に
お
け
る
食
教
育

・
食
情
報
提
供
活
動
等

�４
農
林
漁
業
分
野
：
農
林

漁
業
関
係
者
に
よ
る
子
ど
も

・
消
費
者
を
対
象
に
し
た
食

に
つ
い
て
の
体
験
的
な
活
動

等
２

応
募
方
法

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
添
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